
令和４年４月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ８９   ３月号（Ｑ８８）から 

      最近の「ジェンダー・ギャップ指数」において、我が国は１５６か国中１２

０位」、先進国でも最低水準という結果は政治分野等の取組の遅れが主な要因と

言われています。国会議員等の女性に占める女性の割合について教えて頂きた

い。 

 

 

Ａ８９  １ 国家公務員採用者に占める女性の割合 

国家公務員においては、女性の採用を積極的に進めた結果、令和２（２０２

０）年４月１日時点での国家公務員採用試験からの採用者に占める女性の割合

は３６.８％、総合職試験からの採用者に占める女性の割合は３５.４％となり、

第４次男女共同参画基本計画に定めた目標（毎年度３０％以上）を達成してい

ます（Ⅰ－１－３図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 女性国家公務員の登用状況 

国家公務員の女性の割合を役職段階別に見ると、令和２（２０２０）年７月

現在、係長相当職（本省）２６.５％、地方機関課長・本省課長補佐相当職１２.

３％、本省課室長相当職５.９％及び指定職相当４.４％となっています（I－１

－４図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ３ 国の審議会等における女性委員の割合 

国の審議会等における女性委員の割合は、令和２（２０２０）年９月３０日

現在４０.７％と、調査開始以来最高値となりました。また、専門委員等（委員

とは別に、専門又は特別の事項を調査審議するため必要があるとき、専門委員、

特別委員又は臨時委員の名称で置くことができるもの）に占める女性の割合も、

調査開始以来最高値の３０.３％となりました（I－１－５図）。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地方議会における女性議員の割合 

      都道府県議会、市議会、町村議会及び特別区議会の議員に占める女性の割

合を見ると、令和２（２０２０）年１２月末現在、女性の割合が最も高い特

別区議会で３０.２％、政令指定都市の市議会は２０.４ ％、 市議会全体は

１６.２％、都道府県議会は１１.５％、町村議会は１１.３％となっており、

都市部で高く郡部で低い傾向にあります（I－１－６図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 



     ５ 地方公務員採用者に占める女性の割合 

      令和元（２０１９）年度の地方公務員採用試験採用者に占める女性

の割合は、都道府県では、全体で３６.６％、うち大学卒業程度で３３.

６％、政令指定都市では、全体で４４.２％、うち大学卒業程度で４０.

１％であり、都道府県より政令指定都市で高い水準となっています。

長期的な推移を見ると、都道府県の大学卒業程度において上昇傾向に

あり、平成２８（２０１６）年度以降３０％を超えています。（I－１

－７図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ６ 女性地方公務員の登用状況 

     本庁課長相当職以上に占める女性地方公務員の割合は、令和２（２０２０）

年４月現在、都道府県で１１.１％、市区町村で１５.８％（うち、政令指定都

市では１５.３％）となっています（I－１－８図）。 
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